
B5 問題向き言語に対する意味論的メタ言語と

そのコンパイラ

渡辺 坦 (日 立製作所中央研究所 )

1。 まえ が き

人間は込入った事柄を伝達する場合,ま ず全体の概観を説明し,ついて細部の説明に移るこ

とが多い.ま た,正確な伝達が要求される場合は,話が複雑になってくると,その場に応 じた

種 々の記号や専門用語を導入して,説明をコンパクトにする.プ ログラムは人間の意図を計算

機に伝えるための記号列 といえる。そこで,プ ログラミング言語に記号の意味を説明する機能

を持たせるならば,問題の種類に応 じて,直感的にわかりやすい言葉やその分野の専門用語を

導入 して,プログラムを人間にわかりやすい形に書 〈ことができる。この行き方をとると,専

門用語の定義パッケージを取 りかえることにより,一つの基本となる言語から,さ まざまの問

題向 き言語を派生させ得ることになる。

すでに文献 1で ,プ ログラミングの段階で次々と新 しい用語を導入 してゆき,人間の思考形

態に即 して,大局から細部へとプログラミングを進めるという方法について論 じた .こ こでは ,

それを実用化するために,1ページの紙面に図示 できる単純な「基本構文」で定められる言語

を提示し,そのコンパイラの作用を明確に定める。この基本構文は0あ とで図 2に 例示するよ

うに,多種多様な,人間にとってわかりやすい表現形式を許す ものであり,多 〈の問題向き言

語をこれに沿って作 ることができる。その場合,基本構文に対するコンパイラは,そ れらの問

題向き言語に対する共通 コンパイラとなる。

以下では,プ ログ ラム形式を例示 したあと,ま ず,プ ログ ラムの標準形式とコンパイラの作

用を定め,ついて,プ ログ ラムを見やすぐ書きやすくするように表現形式を変える規則を定

めて,基本構文を作る。

2。 プログラム例

人間が歩 〈のを図1の ように模式的に図示するプログラムを考えよう。この言語の形式に従

一 ― ― ― → 一 ― ― … →

図 1.例題のプログ ラムが出力する図

うと,そ のプログラムは図 2の ようになる.使われている記号の うち,次の ものはその意味が
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DE(WALK
INITIATION
LET OX=0。 0

L SET POSIT10N (OX,0.0)
DRAW FIGURE
LET OX=OX+DX
IF OX LT 50。 O THEN GO TO L

MS(INITIAT10N
LINE FIGURE FIC■
LINE FIGURE FIG2
LET FIC■ .NP=9
LET FIG2.NP=8 ・

LET FIG■ .ELEM= 0.0 7.o 0  0.0 6.5
■       0。 0 6.5 ■ 0.0 ユo.5 ■ ―■.0 0。 0

LET FIG2.ELEM= ■.0 0.0 0  ■。0 7.0
■         ■.5 3.o ■  ■.0 4.5 0  ■。5 2.5

LET DX=2.0
)

i MS(LINE FIGURE XVAR XN
DECLARE(XVAR.NP,INTECER)
DECLARE(XVAR.EEM9ARRAY(3,XN))

■ ―■.0 3.0
■  ■.0・ 0

■  0.5 3
■  0。 5 0

■.0 3。 0 0
010 4。 5 ■

■.0 6.5 ■

０

０

５

■

０

０

１

)
MS(DMII FIGURE

DMl{ CTRCLE (0.0r7.5.0.5)
, DRAI{ IJNETIG FIGI , 

:

DRAX CTRCtE oX/2.0,7.5 r0.5) I ,

DR,AI{ LINETIG2
)

DE(DR,AI{ LINEFIG XTIG
LINE FIGURE XFIG
FOR IP=I TO XFIG.NP REPEAT

Ii,, t{oVE TO (XFIG.EIXM(lrlp)TXFIG.ELEM(2rIP)r)(FIG.ELEM(3,IP))
)

UE(FOR XP=XI.TO X2 REPEAT XE

LET XP=XI
LI IF XP GT X2 TTIEN GO TO I,2

xE .,

I.ET.XP=XP+I

I' NULL
)

I{S( I.ET XVAR=XVAL
ASSTGN( XVAR,VAL(E( XVAL) )

)
rc(IF B@L THEN )G

SEIXCT()OooLr)GTNULL) 
.

)
t{s(Go To xL

JUI{P(XL)
)
)

図 2 フ・・口̈グ ラム例
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既知であって,プ ログラ:ム 内で説明する必要のない記号であるとする。

DE(… ),DS(… )

ME(…),MS(… )

DECLARE

SET POSITIOIN

DRAW CIRCLE

MOVE TO

ASSIGN(υ ,a)

VALUE(θ )

ヽ
―

ト

ー

ノ

°WiAEX,INITIATIONな どの記号の表わす内容を定義する

ことを意味する。

記号の属性を宣言する。

相対座標系の原点を定める。

円を描 く (中心の座標は相対座標系に対するもの).

指定された点へ,第 3引数が 1な ら線を書きながら,oな ら線

を書かずに,移動する (点 の座標は相対座標系に対するもの).

υの値をιとする。

夕の値をとりだす .

SELECT(aO'° 1'θ 2) °0が真 ならι
lを ,偽 なら″2を選ぶ .

JImIP(a)      θで指定された ところへ飛ぶ .

GT,LT        大小 を比較する.

NULL         空な記号列を表わす。

カラム 1に ある文字 1は ,その行が前の行の続 きであることを示す .

3.プ ログ ラム の標 準 形

この言語では,プ ログラムは「式」で構成され,式の形は

定数   1, 3.14, -1.OE6, 'ABC',  etc.

変数   ″, ″(θ l,0¨ ,ι
")' 

υ
l°

″
2° "° °υ

"

関数   /,′ /(θ l,… ,ι
")

リス ト  (″ 1,… 00")

プロッタ (ノ 1:`1:・
¨ :ノ

":θ ":)
の 5種類に限 られる.こ こで,″ ,/,お よび 4,・・・.′

"は標識 (英字で始まる英数字列)で

あり,それぞれ ,変数名,関数名 ,お よび ラベル と呼ばれる.υ l,0¨ ,υ
",お

よび ,01,0¨ ,

C"は ,それぞれ,変数 および一般の式を表わす。以下 ,と くに断 わらなければ θ,●。,ο l,0¨

で定数 を表わし,″ ,″。,″ 1,・
¨で変数名を,/,ノ。,/1,0¨ て関数名を,a,0。 ,θ l,0。

・ で

一般の式 を,ι ,ι 。,ノ 1,・
¨で ラベルを表わす。また,J,,。 ,sl,000で それぞれ ι:θ ,ι O:

θ。0′ 1:・ 1,0"形の記号を表わす.さ らに,″ (ι l,0¨ ,″
"),/(01,・

¨,θ
")な

どと書いた

ときには,これ らはそれぞれ (引数の省略 された)″ ,/な どの形の式 も代表 してお り,ι :θ :

と書 いた ときには0これは (ラ ベルのつかない)ι :形の式 も代表 している.こ れ らの式の計

算機 による内部表現は,図 3の ようにする。
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Oconstant ①variable Ofunction
naline        name

(t rr... , an)

:II

υ
2・

・・・・
ツ

"

θ
l

θ
l

ar,"','r)

・ 2
″
'3

ι
l

θ
l,0¨ ,¢

")

ι
l:¢ 1:… :ι

":θ ";)

θ
l

図a 式の tree表現

式は,その意味があらかじめ定められている「基底式」と,プ ロタ
・
ラム内でその式の持つ意

味が定義されるものとに分かれる.基底式には最小限以下の式を含める。

定数       (定 数には,TRUE,FttSE,lm颯 QЮl耐 ,MJLLも 含める。)

DEFI〕颯|(ι03/(21,… ,も ),ι ) 式 θを/(″1,… 0″
")と

表現することを定義

する. 2。 は EXPRESSIONま たは STAT団ⅦENTと いう記号

であり,後者の場合 ,第 3項
・
οは

'プ ロック形の式でなければな

らない .

VALUE(θ )     式lο の値を求める .

ASSIGN(υ ,θ )  変数 υの値を οとする.

EQUAL(al'ι2)  θ
lと

θ2が 等 しいか否かを判定する。

SELECT(20'° 10θ 2) θOが真ならば αlを選び,偽ならば θ2を選ぶ .

JIttIP(θ )      `で 示される場所へ飛ぶ .

RETURN(ι )    プロック形の式に対 して,そ の値をιとする.

DECLARE(o。 ,a) o。 がθという属性 リス トを持つことを宣言する。

ALIST(`。 )     a。 の属性 リス トをとり出す。

これらの基底式の持つ意味は,あ とで トランスレータとインタープリタを説明するとき明確に
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なる。基底式はこれ以外にも必要に応 じて追加してよい。たとえば次の式などを含めてよい。

+(¢ 10%)

~(¢
lμ 2)

ホ (`1'C2)

/(θ l'° 2)

GT(θ l'θ 2)

LT(° 10・ 2'

|                                             .ヽ     1′  、l l

VALIE(ι l)と vttUE(%)と の間の加減乗除演算

VALUE(ι l)>vALUE(%)の 判定

VALUE(%)<VALUE(%)の 判定

QUOTE(θ .)      θそのもの f

EXPTYPE(c)     式 θのタイブ

COMBINE(θ O'θ l'θ2) θOで指定されたタイプに合わせて,式 ●
1と

ι2を結合する.

SUBE刈P(ι。,o)    θの第 θ。番目の部分式 (4項参照)を とりだす。

式 θの「直接の部分式」 とは, θが″ (al,… ,ι
"),/(21,…

,θ
"),(ι l,・ ,̈θ

"),(ιl:

″1:・
¨;ノ

":ο";)の
いずれかの形であれば ●

1,・ Öθ
"の

かのかのを指 し'υ l°
υ
2°

…・υ
"

の形であれば各 ″1,υ 200¨ ,υ
"の

ことを指す。式 θの「部分式」 S“θ″P(0)と いえば, 夕の

直接の部分式 θづのほかに,ι
`の

部分式 ,お よび θ自身 も含める.

れん″P(ι )幸
{:θ }t」 ↓{れわι″P(■ )lι

`:θ
の直接の部分本 }

一つの式に含まれる部分式に対して,次の規則による順序づけを行なう。

(1)θ
′が θの部分式であれば, θ′は 夕の先行式である。

(2)″ (al,…・¢
"),/(θ l,・ ,̈ι

"),ま
たは (θ l,0",¢")に

おいて,2≦■≦ れなる 0

をとるとき,al。 0“,特…1の 各々は θ:の先行式である.       1

(3)式 (′ 1:01;・ ;̈ι
":θ":)に

おいて,2≦ じ≦れなるうに対してι
l,0¨ ,4_1が省略

されていて,こ の式が(21:・ ;̈特…1:ι J:彎 :・ ";ι
":θ":)と

いう形であるならば,ι 10

…,g卜1の各 は々, CJ,0¨ ,c"の各 に々対する先行式である.このとき,ノ
`,0¨

,ら の中に

もさらに省略されているものがあってもよい。

`′
が θの先行式のとき,Cを θ′の後続式 という.

4。 トラ ンス レーータ

トランス レータσは,DEFINE式 によって定義された式をその定義内容ておきかえること

によって,式を基底式に変える写像であり,通常のアセンプラにかけるマクロ命令の展開に相

当する.σ の説明に移る前に 2,3の 用語を準備する.

いま,記号列Pに含まれる標識 ″1,…,″
"を

それぞれ同時に記号列 α
l,・ Öα"で

おきかえ

ててきる記号列を &おιri::Ii gl(P)と 表わす ことにする。 また,式 P,の 中に,あ るいは

式Pを部分式 として含む式 gの 中に,DEFINE(ι。,/(″ 1,・ ,̈″・"),″
りが 直接の部分式

として含まれているとき,式 /(θ l,0¨ ,θ
")を

Pに かける「導入された式」と呼ぶ.そ して ,

c。 がEXPRESSIONで あるとき,aに含まれる●
1,・ ,̈お

"に
それぞれ ι

l,・ ,̈`"を 代入 した
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れおι争 ::::'F"(a)を re″ (夕 (ι l,… ,ι
"))と

表わす。 0。 が STAT]園燿藤口であって ,

れおι争 ':::'f"(θ )=(∫ 1;・ ¨;Jル ;)であるときは,両端のかっこをはずした記号列 J.:

… :Jぉ を■″ (/(θ l,0¨ ,ι
"))と 表わすことにする (こ の場合,/は必ずプロック形の式

の中に,(… ;ノ :/(θ l,0¨ ,%):0… )と いう形で現われているものとする)。

α形またはα(ι l,0¨ ,ι
")形

の式で
:α
が標識のとき,|れが基底式でも導入された式でもな

ければ ,それを変数と呼ぶ .

ではここで,一 般の式に対す る トランスレータσの作用を次のように定める .

σ (a)      =ο

σ (″ (ι 100‥ ,θ
"))=″

(σ (01), ・¨, σ (θ
"))

σ (″ 1°
υ

2°
… °υ

")=σ
(υ l)・

σ (υ 2)・ … ・
σ (υ

")
σ(/(ι l,0¨ ,0"))

「σ(r″ι(/(σ (¢ 1),0¨ ,σ (ι")))) /が 導入された式のとき

tノ (σ (θ l),… ,σ (0"))       /が基底式のとき
σ ((ol,0・・,θ

")) =(σ
(θ l), ・・

0, σ (a"))

σ((ιl:θ l;¨・ ;ι
":θ":))=(ι l:σ (θ l); ・。・ :′ "i:σ

(|%);)

ただし,/(01,・ ,̈%)が recursiveに定義された関数の場合には,それに対するσの作

用を基底式に対する作用と同 じにする.

この変換規則に従って式をトランスレー トすると,結果 としてできる式は,定数,変数 ,基

底式 ,お よび ,recursiveに 定義された式のみから構成される.

5.ィ ン タープ リタ

インタープリタπは,σ でトランスレー トした結果に対して作用させる写像であり,一般に,

π (θ )       =θ

π (″ (01,0¨ ,θ
"))=″

(π (01),・ ¨ ,π (¢
"))

π (υ
l°

υ
2°

… ・ υ
")=π

(υ l)・
π (υ 2)・ … ・ π (υ

")
π(/(01。 0¨ ,ι

"))=/(π (01),・ ,̈π (a"))

π ((21,0¨ ,θ
")) =(π

(θ l)。
・¨ ,π (′

"))

となる。プロックに対するπの作用についてはあとで説明する。しかし,関数形の基底式に対

しては ,必 ずしもこの規則通 りにならず,イ ンタープリトすると結果式が簡略化されることも

多い。以下,基底式 とπとの関係を個別に説明する。

(1)π (DEFINE(ι O,/(″1, 0・
0,″

"), 
ι))

=DEFINE(● 。0/(″ 1, ・・・,″
"),π (`))

(2)VALUE(ι )

式には,「値」と呼ばれる式が対応 していることがあり,VALUEは それをとり出す働きを

する.式の値は,定数では固定されているが ,変数ではASS10N式によって定められ, プロ
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ックではRETURN式 に よって定 められる.

π(VALuE(ο ))        =θ          ―・ |

π(VALuE(υ ))       =π (υ )の値

π(VALuE(/(ι l,0¨ ,ο")))=π (/(θ l,… ,θ
")り

・の値

π(VALuEI((ι l,0¨ ,θ")))         1 ~
=(π (VALUE(ol)), 0・・,π (VALUE(ο")))

π(VALUE((,1: ・・・ ;θ";)))
=π ((θ l:・

¨ ;ち ;))内 のRETШ 式によって定め られる式

値の定め られていない式 θに対 しては,π (VALIE(θ ))=UNKNOWNで ある.

(3)π (ASSIGN(υ ,ι ))=ASSIGN:(π (υ ),π (■))il.

これは,変数 π(υ )の値 をπ(ι )と おく働 きをする。  
°
:°

(4)EQUAL(21,ο 2.)

π(al)と π(%)がいずれ もUNKNOWNで ない場合は,7(′ 1)と π(%)を記号列 として

比較 してみて,互いに等 しいか否かに したが って,π (EQU」L.(° 1'θ 2))を TRUEか F」LSE

とする。π(θ l)と π(a2)の一方 または双方が IハⅨNOWNで あれば,π (EQUAL(ι l,%))

=EQUAL(π (θ l),π (%))と する。

(5) SELECT(ι O'ι l'θ 2)                  1 ・` l Li｀ |プ

πを作用させ ると, π(VALUE(ι。))が TRUEか FAL SEかにしたがって,結果式はπ

(ι l)か π(ι 2)と なる。 TRUEで もFALSEで
:も

なければ SELECT(π (o。 ),π (ι l),π

(%))と なる.                 :l'I

(6)π (JIWIP(ι ))戸 JUMP(π (ι ))      ′

(7)π (RETURN(a))二 RETURN(π (ι ))

(8)フ・ロック

プロック ι=(ι l:θ l;000;ι":%;)に 対するπの作用を図 4の ように定め
く.こ こで ,

ι・
うιοθたとい う作用素は

ιπめιοθル((ι l:ι l:00・ ;ι
":`":),ι

,グ)=(ι l::θ l: ・̈ ;ι
":ι ";ι

:θ ;)

と,プ ロックに式 を継 ぎ足 して延長す るものである。引数にNULLが あれば,結果式において

対応する部分が省略 された形になる:ツ ロックθのインタLプ リテーションは, 0内の式 を順

次 インタープリトしてゆき,JUMPに 出合えばそこで指定された飛び先に行 き,RETURN

(α )に 出合えば式 αの値 π(VALUE(α ))を θの値 としてインタープ リテーションを終える

とい うように進む.こ のとき,π (a)は インタープリトした式の列を表 わす。RETUШNに よ

って値の示されていない場合は,π (VALUE(ι ))を uⅥQЮWNと する。

(9)DECLARE(α ,θ )  .|,1

/形 ,″形 ,お よび ″
1°

″
2°

・̈ ・″
"形

の式 αには ,「属性 リス ト」と呼ばれる式が 対 応 じ

ていることがある.属性 リス トは一般に,(/1(ι ll,0¨ ,ι l在 ).・ ¨,/ル (年1,¨
0,%".))

‐・  ~    ・  1 ・
:｀

i―
    |ヽ ll.     "
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START

“
=1

r=NULL

π (aJ)

算 出

(θ j)=JUMP(ι

Y
ι==ノ ,|≦ ノ

==ι
′

γ=θπうιOθん(7,

NULL,π (θ f))

(e;):

RETURN

づ=二 十 1

ι≦〔π ?

N

る

VALUE(c)を
UNKNOIWNと

N

Y

Y

Y

図4 θ=(年 ι
l:・ ;̈ら :C":)の インタープリテーション
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という形であり,これは,対応するαが /」 (句 100¨ ,特
"J),づ

=1,… ,ル で示される属性を

持つことを表わす.DECLARE(α ,θ )は ,α の属性 リス トに θで示される属性を追加するこ

とを表わす.π に対する作用は通常の通 りである。

π(DECLARE(c,a))=DECLARE(α ,π (θ ))

Oo ALIST(α )

αの属性 リス トが (θ l,¨・,θ
")で

あれば,π (AL IST(α ))=(π (`1),… ,π (%))

となる。αに属性 リス トがなければ結果はハULLと なる。ここで,α は /形 ,″ 形 ,ま たは″
1

%.・
¨.″

"形
の式 とする.

6.プ ログ ラ ミン グ上 の便 法

以上のことを踏まえて0あ る処理li桑作を基底式に帰着させるために書かれた Dl田可NE式が

プログラムである.しか し,こ の「標準形」の式ては,か っこが多 〈て実用的でない.そ こで ,

式を書きやすくわかりやすい形にするための変形規則を定めて,「修正形」の式を作 り,実際

のプログ ラミングでは,図 5に 示 した形の表現形式をとる。標準形で使 うか修正形で使 うかは ,

その式をD□FINE式 でどちらの形 として定義 したかで決まる.図 5で使 っている記号を説明

すると,た とえば ,

0 1 0 1

とい う図があったとすれば,こ れはパッカス記法による次の表現と同等である。

<α >::=<へ ><・1><α l>|<θ >
<う

11〕
>::==くれじιι〕>

く〔θll>::=<餞 ιι〕>

<b>l.br)<b>
(c)

<α l>::=<a>|<こ 1><己 >

(1)D]□可NE(θ。0/(″ 1,0¨ ,″
"),θ

)に おけるこ10… ,″
"を

仮引数 とい うが,仮引数

の名前は頭文字をXと し,関数名は頭文字をXと しない .

(2)△ で省略の可能性のある空白を表わすことにして,/(θ l)を /△じ1,′ (`10°2)を ι
l△

′△夕
2と 表わすときには,こ の ように変形する関数名相互の間に優先順位を定めておいて,一

意的にもとの標準形の式に戻せるようにする.

(3)ノ (θ l,¨・θ θ
")に

対 して,標識や特殊演算子か らなるキイル。0ル 1,・
¨,た

"を
1組 定め ,

/(た 1△ ι
lθ

。・・,λ
"△ら),あ るいは,/△ち△ル1△θl△ …△λ

"△
θ
"と

変形するときには,

キイによって何番目の引数かが示されるので,引数の一部を省略 して使ってもよい .

(4)前項(2).(3)に おける空白△は,前後の記号がともに定数か標識,あ るいは,と もに特殊
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演算子となるのでなければ省略してよい。

(5)か づこを少なくするために,プ ロック (,1:・ ¨ :ご":)を
EЮ ;,1:¨・ ;∫";END:

と表わしぜ もよ
|い

。 このDO形 ブロックが多重になっているときは,DO π.れ ;… END π.

π:と ,DOと ENDの 対応を数字 ル.ん で表わす ことに より,多童のENDを一つのENDで表

わして もよい。      ・  1́1

(6メ 記号を書 〈カラム位置を利用 して,プ ログラムをもっとわかりやすい形にする。そのた

めに,カ ラム1～ 4を 特殊用途にあて:二般の式では使わないことにする。

a)改行をセミコロンと同格に扱う。式の途中で改行するときは,カ ラム1に 1～ 9の数字を

入れて,改行によるセミコロンめ働きを打ち消す。

b)DEFINE(EXPRESS10N,ノ (■ ,・・・,″
"),C), 

および, DEFINE(STATEME
NTO/(″ 1,0¨ ,″

"),(Jl;・
¨:∫物:))をそれぞれ ,

カ ラム 2   5 カ ラム 2 5

DE(/(″ 1,
″

")
DS(/(″ 1,

″

")

)
it、

と表わすことにする.

c)ラベルは,標準形の式のように,ブ :と 標識 ノのうしろにコロンをつけて示 してもよいが,ι

をカラム5か ら書き, ιのうしろに一つ以上の空白をお〈ことによって示 してもよい。 ラベ

ルと区別するために,通常の式は必ずカラム7かそれ以降に書 く.

d)関数名の優先順位を指定するときは,カ ラム4か らPRIORITY(■ 。■)と 書いて,その

優先度■.れ を示す .

(7)記号の重複使用を認めるために,記号の適用範囲 (scope)を定め,同一記号でも通用

範囲が違えば異なる記号として扱 う.

a)変数の通用範囲は,PL/1に おけるプロックをこの言語におけるプロックに対応させて考

えた場合と同じである.

b)関数/を定義するDEFINE式 があるとき・ /の通用範囲は,そのDEFINE式 を直接の

部分式 として含む式Pに限定される。

c)プロック″=(ι l:εl:… ;ι
":θ";)の

ラベル ιl,0¨ ,ι
"の通用範囲は, ιの真の部分

式のうち,プ ロック形の部分式を除いた部分に限定される.

7. コ ン パ イ ラ・ :・ 1

プログ ラムPを トランスレータσて基底式に帰着させて式 σ (P)を作 り,それにインター

プ リタπを作用 させてπ(σ (P))を 作 ることが,プ ログ ラム Pの 実行に相当する。ところで ,
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導入された式 をすべてそれを定義 している式ておきかえると,σ (P)が著しく長〈なるl

そこで,指定 した式に対してのみσによるかさかえを行ない、,そのほかについては,対応する

DEF INIE式への リンケ上`ジを作るだけにとどめることにし,こ のように変形 したσを,σ6と表

わす .と くに,recurdiサ eに定義する式は リンケージを作るにとどめることにする.

さきに,DEFINE(° 0'ι l'ι 2)を DE(ι l,%)ま たはDS(C10ι 2)と 表わすことにした

が,σ。によって代入を行なうものをそれぞれME(el'ι 2)ま たはMS(″ 1'¢ 2)と 表わすこと

にし,DE(… ),DS(… )は リンケージを作 るものを表わすことにする。

プログラムの実行に関与するがプログラム中に表面上表われていないもの(入カデータなど)

を,イ ンタープ リタに対する外部環境と仮 りに呼ぶことにしよう.プ ログラム実行時の効率を

考えると,プ ログラムのうち,外部環境に左右されない部分をあらかじめイ:ン ターノ!リ トして

おくとよい。しかし,外部環境に左右されない部分をすべてπによって変換すると,結果とし

てできる式が非常に長くなる.そ こで,指定した部分式のみをπによって変換し,残 りをその

ままにする写像を考えてそれをπ。と表わす.π。によって変換する部分は,ブ ロ́ック形の式 P

の直接の部分式のうち,カ ラム1に %がついている式とする。%が 1つの式ι」は,イ ンタープ

リトした結果であるπ。(句 )を π。(P)に含める。しかし, カラム11と 2の双方に%のついた

式は,結果をЪ (》 )に 含めず。 Lによってインタープリトする時点でのみ働〈(PL/1の

cOmpile time statementに 相当する)式 とする.定 数 ,変数 ,関数 , リス トに対す

るπ。の作用はπと全 〈同 じである.                     i

この ようにすると:プロタラムPの実行は次の ようになる.

P―→σ。(P)→ π。(bJ(P))→ π(π。(σ。(P)))

%で変換 したあとπ。を作用させる写像 %σ。がこの言語のコンパイラである。

図 2の例は ,以上の変形規前たしたがって書いたプログ ラムである。

8:あ とがき  | `
記号の意味を定義する機能を持 った計算機言語 を導入 し,そのコンパイラの作用を記号列か

ら記号ダjへの写像 として走あえ .この言語は, 1ペ ージで図示 できる単純な構文を持つことと,

その構文の範囲内で,人間にとってわか りやすい表現形式 をとるさまざまの問題向き言語を構

成できること,お よび ,プ°ログ
:ラ

ムをフローチャー トのように大局から細部へと書 き進める形

態 をとること,こ の 3点を特徴 とする。現在は この言語に対するコンパイラの作成を進めてい

る段階である
°.              i ・::
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